
斜里町管内の鳥類相 について
※

森 信 也

1.は じめ に

斜 里 地 域 に お い て 、 鳥 類 に関 し始 め て 記録 と し

て現 わ れ た の は松 浦 武 四 郎 の 知 床 紀 行 の稿 本 の 中

で 「ヲ ン ネハ シ ク ロホ ル岩 、 大 な る鳥 の 洞 の義 、

此 中 に渡 り鳥 と して エ トロ フ よ り渡 来 の鳥 多 く案

成 た り。其 鳴 き声 キ ャ ア 、 キ ャ ア と鳴 て、 内 地 の

物 と異 り。 ま た べ ヘ ン チ ラ(石 燕)滝 水 に濡 漫 り

て 、幾 若 干 と な く飛 出 ぬ 。」ウ ミウ の事 を 「カ ウ リ、

と言 る鳥 有、 水 に洗 ふ 事 、小 鴨 の如 く」 と記 録 し

鷹 の営 巣 が イ ワ オベ ツ か らホ ロベ ツ川 ま で の 間 に

多 か っ た事 も記 して い る。 そ ん な 中 で 特 に興 味 を

ひ か れ る の は 「北 夷 考 謹 に輻 耕 録 を引 て燕 の 案 有

所 には 鷹 が居 さ る 由書 載 せ あ り しと覚 え し故 、其

事 を小 使 に審 に、 い か に中 此 シ レ トコ岬 の北 面 に

は岩 洞 多 け れ 共 、 燕 多 が 故 鷹 の 案 な し、 南 面 に は

燕 無 して鷹 の 藁 多 し とい え り。 如 何 な る故 か解 難

し。 」 とあ る と こ ろ で あ る 。現 在 は イ ワ ツバ メ の

営 巣 集 団 地 の絶 壁 の上 に オ ジ ロ ワ シ の巣 が あ り今

の状 況 とは異 にす る もの の 当時 は 営 巣 が 多 か っ た

こ と が しの ば れ い つ か ウ トロ の古 老 の 言 っ て い た

戦 争 が始 ま る昭 和16年 頃 ま で オ ロ ン コ岩 に も オ ジ

ロ ワ シが巣 を作 り ヒナ を育 て て い た とい う事 を思

い 出 した。 鳥 類 調 査 の 本 格 的 な も の と し て は1954

年 犬 飼 に よっ て、 知 床 半 島 の 動 物(網 走 道 立 公 園

知 床 半 島 、 学術 調 査 報 告)の 中 で 鳥 類 の 事 に っ い

て一 部 ふ れ られ て い る。 又1962年 、 高 野 、 尾 形 、

長 尾 に よ っ て知 床 半 島 の 鳥 類 目録 と して27科59種

の 記 録 が な さ れ た(帯 広 畜 産 大 学 、 知 床 半 島 学 術

調 査 報 告 第1報)。

筆 者 は1963年 よ り1978年 まで 斜 里 町 の 鳥 類 を機

会 あ る ご と に記 録 を残 す こ と に努 め て 来 た。 この

稿 を執 筆 す る に 当 っ て 整 理 、 目 録 をつ くる事 に専

念 した が 、 ま とめ は メ モ の取 り方 、 不統 一 な記 録

な ど も あ っ て以 外 と時 間 が か か り、 リ ス ト表 整 理

の 一 部 を斜 里 町 立 知 床 博 物 館 中 川 元 氏 の 手 を わず

ら わ せ た 。 こ こ に謝 意 を表 す る。 記 録 につ い て は

脱 落 もあ る と思 わ れ る が 、 そ れ は今 後 の 機 会 に追

加 した い 。

2。 調 査 地 域 の 環 境 と鳥 類 相 の概 要

斜 里 町 の 行 政 区域 は お お む ね 南 北 に72.7km、 東

西 に52.9kmで74,198haと い う広 大 な面 積 を有 して

い る。 そ ん な中 に は大 小 の 湖 沼 も あ れ ば牧 草 地 も

あ り斜 里 平 野 に開 か れ た 耕 地 も あ る 。そ れ を オ ホ

ー ツ ク特 有 の 強 風 か ら守 る た め に防 風 林 が縦 横 に

走 っ て い る。 こ の 南 を千 島 火 山帯 が走 っ て お・り こ

れ ら を海 岸 、 平 野 部 、 山 林 部 にわ け環 境 と鳥 相 の

概 要 をの べ る。
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海 岸南 部端 には干拓 によ って その公 有水 面 が半分

にへ っ た と は い え約50haの 水 面 とそ れ を か こ む湿

原 は270haも あるトウツル沼 が ある・当町 最大 の 湿原 地

帯 で あ る。 国 道 よ り1kmほ ど離 れ 人 の 往 来 も ほ と

ん ど な く海 岸 に面 した 保 安 林 を通 して1日 何 回 か

の 汽 車 の音 の み で あ る,,沼 の 周 辺 は イ ワ ノガ リヤ

ス 、 オ オ カサ ス ゲ 、 エ ゾ ア ブ ラ ガ ヤ な どが 密 生 し

水 深 も あ ま り な い た め 水 苧:が沼 の 半 分 ほ ど を お お

つ て い る 。 そん な中 に カ ル ガモ の 大 群 や 、 マ ガ モ、

バ ン、 オ オバ ン、 コ ガモ 、 ヒ ド リ ガ モ な ど が多

く、 春 と秋 の 渡 りに は ヒ シ ク イや オ オ ハ クチ ョ ウ

も途 中 羽 根 を休 め て行 く。 又 タン チ ョ ウ も今 まで

2回 立 ち寄 っ た 報 告 が あ る。 又 こ れ ら水 鳥 や コ イ、

ウ グ イ、 フナ な ど を ね ら っ て秋 に渡 来 す る オ ジ ロ

ワ シ、 ミサ ゴの 水 中 捕 穫 も観 察 出 来 る。 沼 の北 側

は砂 丘 が広 が っ て い る ・ シ ギ 、 チ ドリが盛 ん にエ

サ をつ い ば み なが ら行 っ た り来 た り して お り一部

繁 殖 も して い る。 こ の周 辺 の 観 察 は 保 安 林 に入 っ

て行 く事 に よ っ て 、トビの 営 巣 も見 られ 、エ ゾ ア カ

ゲ ラ、 エ ゾ コゲ ラ、 コ ア カ ゲ'ラな ど が け た た ま し

い音 を た て て虫 さ が し を して い る。

防風 林 を ぬ け る と釧 網 線 を ま た いで 斜 里 海 岸 草

原 一群落 、つ ま り お花 畑 に出 る。お花 畑 と い っ て も現

在 花 で は エ ゾ ス カ シユ リが 見 られ る程 度 に な っ た

と こ ろで あ る が 、 筆 者 が来 町 した昭 和35年 頃 は 、

す ば ら しい と ころ で あ っ た 。 見 わ た す か ぎ りユ リ

の花 が咲 き、 ダ イ ダ イ色 の ジユ ウ タ ン が敷 か れ た

よ うな錯 覚 に と らわ れ た記 憶 が あ る。 当 時 、 そ の

上 で お花 まつ り とい っ て舞 台 ま で つ く り臨 時 に汽

車 を とめ観 光 客 をは こ び 、帰 りに は 手 に も て な い

く らい花 を か か えて帰 っ た と語 られ て い る。 当時

の 事 で あ り踏 つ け根 を ぬ・い た の で あ る。 現 在 は 見

る か げ も な く風 雨 に打 ちひ しが れ た便 所 の 跡 が残

っ て い るだ け だ。

しか し そ ん な と こ ろ に は 人 が入 ら な くな っ て か

らは渡 りの小 鳥 達 が 寄 っ て くれ る。 秋 深 くな る と

べ ニ ヒ ワ をは じめ ア ト リ、 マ ヒ ワ な どが 枯 草 の実

にぶ ら さが っ て い る。12月 下 旬 に な る と北 国 か ら

の 珍 鳥 ユ キ ホ オ ジ ロ が20～30羽 の 群 をつ く りベ ニ

ヒ ワ の群 と移 動 しな が ら、 ハ マ ニ ンニ クや 、 エ ゾ

ノ コウ ボ ウム ギ の実 を盛 ん につ つ い て 食 べ て い る

の が観 察 で き、3月 初 旬 頃 まで い る。 オホ ー ツ ク

海 岸 線 は 長 く トウ ツ ル 沼 よ り知 床 岬 へ 続 くが、 砂

浜 は峰 浜 の 市 街 中 心 部 を流 れ る シマ ト ッカ リ川 で

終 る。 そ の 間5つ の 川 に よ っ て 切 られ る が、 そ れ

ぞ れの 区 域 に特 長 ら しい も の が あ る。

斜 里 川 は斜 里 町 最 大 の 川 で 川 口 も大 き く、 現 在

膚'、'、"

日本 で最 初 の記 録 とな った ヒ メク ビワ カモ メ

(1974年11月15日)

漁 港 と して 姿 を変 え よ う と して い る が 、 水 量 の豊

か さは厳 冬 の 中 で も全 面 結 氷 は 少 な く海 鳥 の冬 の

餌 場 で あ り休 憩 の場 に な っ て い る。 斜 里 川 河 口 に

魚 類 の 加 工場 が あ りほ ぼ 年 間 通 し て汚 水 が 川 に そ

そが れ る た め 浮 遊 物 を食 べ に オ オセ グロ カ モ メ 、

ミツユ ビ カモ メ 、 ユ リ カモ メ 、 シ ロ カ モ メ、 キ ン

ク ロハ ジロ 、 ミ ミカ イ ツ ブ リ、 コ オ リ ガモ 、 ス ズ

ガモ 、 マ ガモ 、 クロ ガモ が見 られ る。

中 で も1974年11月15日 日本 で初 め て の 記 録 ヒ メ

ク ビ ワ カ モ メ も こ の地 の観 察 で あ る。他 の河 川 が 結

氷 す る と オ オハ クチ ヨ ウの … 団 も狭 い開 水 面 に 下

り他 の 水 鳥 達 と い っ しょに 餌 をつ い ば ん で い る。こ

の海 岸 近 くは 海 産 乾 場 も あ りそ れ をね らい ハ シブ

トガ ラ ス や ハ シ ボ ソ ガ ラ ス が 多 く その 群 は500羽 を

越 え る数 で 、 何 グル ー プ に も わ か れ て い る。

② 以 久科 原 生花 園 ～ ヌ カマ ッ プ川(海 上 ・海 岸)

斜 里 川 をす ぎ る と以 久科 原 生 花 園 に入 る。 ハ マ

ナ ス を小 灌 木 と して エ ゾ ス カ シユ リ、 ハ マ フ ウ ロ 、

キ バ ナ カ ワ ラマ ツバ 、 ノ コギ リ ソ ウ、 ス ズ ラ ンな

どが群 生 して お り、 シマ ア オ ジ、 ベ ニ マ シ コ、 オ

オ ジ ュ リ ン、ノ ゴマ 、コ ヨ シ キ リ、エ ゾ セ ン 三 ユ ウ 、

ホ オ ジ ロ 、 ア オ ジ、 モ ズ な ど が 自 分 の 縄 張 り を主

張 す る か の よ うに声 高 々 と鳴 き競 っ て い る。 開 花

期 に は 人 が どっ と入 る の で 一時 な り を ひ そめ る が

時 期 が す ぎ る と巣 立 ち した ひ な をつ れ て い る何 種

類 か の小 鳥 に 会 え る。

この草 原 の 南 は潮 害 防備 林 が続 き、 斜 里 市 街 の

東5線 附 近 か ら ほぼ450mの 巾 で 峰 浜 ま で っ つ い て

い る。 樹 種 は ミズ ナ ラ、 ダ ケ カ ンバ 、 イ タ ヤ カ エ

デ 、 シナ ノキ 、 セ ンノキ の 広 葉 樹 が 主 で 峰 浜地 区

に若 干 の ト ドマ ツ が混 交 して い る。 海 岸 に面 して
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い る樹 木 は海 か ら山 の 前 へ 頭 を む け そ の 潮 風 の強

さ を語 っ て い る が 、 この 林 の 中 に は数 多 くの 野 鳥

が繁 殖 して い る。 ア カハ ラ 、 ア オ ジ 、 ク ロ ツ グ ミ

ム ク ドリ、 コ ム ク ドリ、 ニユ ウ ナ イ ス ズ メ、 カ ラ

フ トカ ワ ラ ヒ ワ、 シ メ、 ホ オ ジ ロ、 ア リ ス イ な ど

が 見 られ 、早 朝 海 よ り 吹 き上 げ る霧 が 林 をつ っ

み 日 が や っ と あ た りの 輪 郭 を浮 きぼ り にす る頃 盛

ん に鳴 き出 す 、 林 の奥 の 大 木 に は キ ツ ツ キ の穴 を

利 用 して ア リ ス イ が子 育 て を して い た り、 トビ が

そ まつ な枯 枝 を組 ん で抱 卵 し て い た り、 突 然 す く・

脇 の 繁 み か ら ア カ ハ ラ が飛 び 出 した り遠 くで は キ

ツ ツ キ類 が け た た ま しい音 を あ た りに こだ ま させ

た り小 鳥 達 の 戦 う鳴 き声 と に ぎや か な 林 で あ る。

そ れ を押 し殺 す よ うに ア オ バ トが鳴 き ツ ツ ドリが

合 いつ ち を打 つ 。 カ ラ類 が樹 々 を飛 び ま わ っ て い

る。

峰 浜 の お花 畑 の 近 くに河 川 の 切 替 に よづ て出 来

た 大 きな沼 が あ る。 巾30mほ どの 狭 い沼 で あ る が

砂 丘 の中 に 長 さ1kmほ ど林 に沿 っ て あ り、 カ シ ワ

林 か らす ぐ観 察 出 来 る事 は シギ 、 チ ドリの 判 別 に

は 最 適 で あ る。 春 、 鴨 類 の 渡 りで 始 ま り オ オハ ク

チ ョウ の 中継 地 と して 重 要 な ポ イ ン トと な っ て い

る、 夏 季 は斜 里 前 浜 同 様 、 ノ ビ タキ 、 ノ ゴマ 、 シ

マ ア オ ジ 、 ベ ニ マ シコ 、 オ オ ジ ュ リ ンが沼 の ま わ

りの草 原 で 見 られ 冬 季 は ユ キ ホ オ ジ ロ 、 ベ ニ ヒ ワ

な ど が枯 草 の 実 を求 め て 海 岸 を移 動 して こ こ まで

来 る。

こ こで 原 生 林 的 防 潮 林 は終 リアヤメ原 そ して クロ

ユ リ、 ア キ カ ラマ ツ な どの 草 原 は ノ ビ タキ の グ ラ

ン ドで あ り ヒナ をつ れ た親 子 が 見 ら れ る の も楽 し

い。 峰 浜 シマ トッ カ リ川 よ り砂 浜 と玉 石 原 が は じ

ま り この 玉 石 をハ クセ キ レ イ が せ わ しげ に動 き廻

っ て い る。

峰 浜 市 街 の 中 心 を通 り ウ トロ まで続 く国 道334号

線 が 海 岸 を走 って い るが 、この 両 側 の カ シ ワ林 か ら

カ ラ類 が飛 び だ して 来 て車 の 前 をあ ぶ な げ に横 切

る。 渡 りの ツ グ ミな ど は舗 装 道 路 に 出 て来 て 、暖

気 に雪 が と け た た ま り水 を飲 み に出 て くる。

ヌカ マップ 川 は 日の 出地 区 に入 る 手前 で あ る・こ

の 川 は ヤ マ セ ミ と カ ワ ガ ラ ス の 飛 行 す る川 で 、 川

に飛 び込 ん で は イ ワナ を長 い嗜 で つ か ま え る ヤ マ

セ ミの 仕 草 が 見 られ る。 カ ワセ ミは川 口 で 飛 ぶ 宝

石 と い わ れ る美 しい姿 。 エ メ ラ ル ド色 が 一一直 線 に

上 流 に向 っ て 飛 ん で行 く。 しば しそ の跡 を追 う と

黒 一色 の カ ワ ガ ラ ス が 向 っ て チ ー チ ー ジ ョ イ ジ ョ

イ と呼 きな が ら水 中 を走 り小 さ い川 虫 をつ つ き出

して嗜 に くわ えて くる。

オ オ ワ シ(1979年2月)

③ オ シ ンコ シ ン～ ウ トロ(海 上 ・海 岸)

国 道 は 海 岸 と崖 を背 に ウ トロ ま で進 む が 、 背 後

の林 は冬 期 オ オ ワ シ、 オ ジ ロ ワ シの 渡 来 時 の 宿 り

場 と な る。 この 海 岸 最 大 の展 望 地 は オ シ ン コ シ ン

岬 で あ る、 冬 期 の 雄 大 な飛 しよ うは11月 の初 め に

観 察 が 出 来 そ れ か ら1月 初 旬 に か け ピー ク時 を向

か え る その 年 の流 氷 、風 、海 流 な ど に よ っ て 大 巾

に増 減 す る が 、流 氷 が 弓状 の 型 に南 下 して く る頃

に は 、 一一日100羽 以 上 の カ ウ ン トもあ り うる 。 しか

しそ れ も長 期 間続 く事 は な くせ いぜ い3日 ～8日

間 ぐ ら いで 下 降 線 を た ど り その 後 は10羽 か ら20羽

ぐ らい しか 見 られ な くな る。 最盛 期 には 崖 渕 の1

本 の樹 に オ ジ ロ ワ シ、 オ オ ワ シ が、 一宿者に5～6

羽 止 ま っ て い る事 も あ る。 オ ジ ロ ワ シは 留 鳥 の も

の も… 部 は い る が99%渡 り鳥 で あ ま り グ ル ー プ を

つ く る事 を しな い が 、 オ オ ワ シは3羽 か ら12羽 ぐ

ら い ま で の グル ー プで 行 動 す る事 が 多い 。

流 氷 が接 岸 し海 が 開 か な く な っ て し ま う と渡 り

の コー ス は ス ケ ソ漁 に、 に ぎわ う羅 臼側 へ と うつ

る。 餌 は.主 に 魚 で 、捉 ま えて は流 氷 上 や 樹 、岩

の上 に運 び 食 べ る。 大 型 の 餌 で は アザ ラ シの 子 供

な ど も襲 わ れ 臼 い流 氷 上 を一血 で そめ 、 腹 わ た を引

っ張 り出 し、 そ の返 り血 を あ び て階 や 胸 を赤 く染

て い る姿 は鳥 の 王 者 にふ さ わ しい風 格 が感 じ られ

る。

し か し3月 も中 旬 を迎 え る と流 氷 も動 き出 す 。

こ の頃 に な る と本 州 方 面 まで 渡 った もの も北 へ の

旅 立 ち を始 め る。 海 明 を ま っ て い た か の よ うに来
ク

る の が ウ ミウで 、 海 流 と風 に乗 っ た流 氷 上 に羽 根

を 休 め て い る。こ ん な中 に、1972年2月2日 カ ラ フ

トワ シ2羽 が弁 財 トンネ ル 手 前 の 林 中 で 観 察 さ れ

た 。

四 月 も中 旬 に な る と渡 りお くれ た 、 オ ジ ロ ワ シ

や オ オ ワ シ の姿 が1～2羽 見 ら れ る が何 ん と いっ
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て も オ オ セ グ ロ カモ メ、 フ ル マ カモ メ 、 ウ ミア イ

サ そ れ に遠 来 旅 鳥 ハ シボ ソ ミズ ナ ギ ドリの 大群 が

海 上 を ジ ュ ー タ ン が風 に吹 か れ た 時 の よ う に移 動

して い るの が観 察 さ れ る。

ウ トロ は知 床 国 立 公 園 、 海 の 玄 関 口 で あ るが 、

冬 は寒 村 と化 しエ トロ フ か ら渡 っ て く る と言 わ れ

る ワ タ リ ガ ラ ス が カ ッポ ン、 カ ッ ポ ン と鳴 いて い

る。 漁 港 は 夏 季 大 量 の観 光 客 、 船 の 出 入 な どで あ

ま り海 鳥 は入 って こ な い が、 オ オセ グ ロ カ モ メ、

ユ リ カモ メ 、 ミツユ ビ カモ メ は 常 に見 る事 が 出 来

る。 冬 季 ウ ミス ズ メ、 ミ ミカ イ ツ ブ リ、 ハ ジ ロ カ

イ ツ ブ リ、 コ オ リガ モ 、 ヒ メ ウ、 クロ ガ モ 、 ホ オ

ジ ロ ガ モ 、 ビ ロ ー ドキ ンク ロ な ど が結 氷 す る まで

出 た り入 っ た り して い る。

④幌別～知床岬(海 上海岸)

幌 別 海 岸 は流 氷期 をの ぞ きカ モ メ科 の海 鳥 の 群

が岩 礁 で 見 られ る、 ホ ロ ベ ツ川 を境 い に国 立 公 園

に入 る が、 カ ワ ガ ラ ス 、 ヤ マ セ ミが渓 流 沿 い に飛

び 、 マ スや サ ケ の狙 上 時 期 に はハ シ ブ トガ ラス 、

ハ シボ ソ ガ ラ ス 、 トビ が集 ま っ て 産卵 の終 っ た魚

を突 き廻 して い る。幌 別 海 岸 よ り知 床 岬 ま で は39

kmほ ど あ る が特 に幌 別 、 岩 尾 別 、 イ タ シベ ツ 、 カ

ム イ ワ ッ カ を経 て 、 ウ ブ シ ノ ッ タ川 口 ま で熔 岩

台 地 が続 き、 輝 石 安 山 岩 が 長 い間 荒 波 に けず り取

ら れ、100m～200mの 絶 壁 を つ く り海 蝕 は と こ ろ ど

こ ろ に大 き な洞 穴 さ え え ぐっ て い る。

そ れ らの洞 穴 は イ ワ ツバ メの繁 殖 場 と な っ て お

り その 時 期 には こ の海 岸 … 帯 の 一h空は チ リ、 チ リ

と い う鳴 き声 の 飛 び か う音 と その 様 は ウ ン カ をゼ,
ノ

い 出 させ る。 そ ん な洞 穴 の 上 には小 さな岩 棚 や卑

付 が あ り、 オ オ セ グロ カモ メ や ウ ミウ の大 コ ロ∴

一 と な っ て お り と こ ろ狭 し と巣 を作 り100～303対

の 規 模 にな っ て い る。 こん な コロ ニ ー は年 に設交カ

所 増 減 あ る もの の13カ 所 ほ ど が 数 え ら れ る 。宮 巣

場 所 は 毎 年 同 じ所 に か け ら れ る場 合 と移 動 され る

場 合 と あ る が原 因 は わ か ら な い 。し か し大 き な コ

ロ ニ ー は 移 動 は な い よ うだ 。8月 も 末 に な る と ヒ

ナ は巣 立 ち オ オ ナ ゴ を追 っ て 海 面 に何 千 羽 と浮 ん

で い た り岩 礁 に羽 根 を休 め て い る。 又岩 壁 の割 目

に は魚 取 りの 名 人 ケ イマ フ リ が営 巣 す る。 赤 い足

を た くみ に使 い も ぐ り、 口 か ら あふ れ ん ば か りに

オ オ ナ ゴ を くわ え、 海 面 をは げ し くけ り な が ら飛

び 立 っ て行 きせ ま い割 れ 目 に体 を よ じ らせ て入 っ

て行 く。 これ ら を見 て い る と何 等 危 険 は な い よ う

だ が、 常 に 安 全 と は言 え な い 。

こ れ らの コ ロニ ー の 近 くに は 日本 最 大 の 鳥 オ ジ

ロ ワ シが 生 育 して お り、 こ の 時 期 に は 、抱 卵 中

の ウ ミウや オ オ セ グ ロ カモ メ を餌 に して お り一 瞬

の 内 に捕 穫 、 片 足 に ぶ ら さげ て飛 び 去 るが 、 そ の

あ と を何 十 羽 も の親 鳥 が 執 よ う に追 うが海 面 に一血

をた ら し、 ギ ヤ ギ ヤ鳴 きな が ら もが い て い る も近

くの 樹 か岩 の 上 に下 り羽根 の ま ま階 で 引 き ち ぎる

よ うに して飲 み 込 ん で し ま う。 オ ジ ロ ワ シの 営 巣

場 所 は 六 カ所 ほ どノ湘 られ て い る が 、 中 々近 づ い て

観 察 す るの が 大 変 で あ る。

知 床 岬 に近 ず くと海 上 の流 れ が早 く な り、 ウ ミ

ガ ラ ス や ハ シ∵ ソ ミズ ナ ギ ドリ は海 面 す れ す れ に

行 き交 っ て い る。 岬 の 岩 礁 には バ クセ キ レ イが 多

く岩 棚 には ワ タ リ ガ ラ ス の巣 が あ る。 知 床 岬 は海

岸 段 丘 で 、 海 に 面 して い る と こ ろ は20m～40mの

断崖 に よ クて囲 ま れ 台地 状 の草 原 に な っ て お り、

シ マ ア ナ ジ、 ノ ビ タキ 、 ノ ゴ マ 、 ベ ニ マ シ コ 、 マ

ヒ ワ、"'オ ジ、 オ オ ジ ュ リ ンが 背 の 高 い草 の 幹 を

飛 び か っ て い る。 知 床 燈 台 に登 る坂 道 の や ぶ か ら

トッ ビ ン カケ タカ 、 トッ ピ ンカ ケ タカ とエ ゾ セ ン

ニ ユ ウ が鳴 き、 近 くの林 か ら クマ ゲ ラの た た く ド

ラ ミン グが身 近 か に聞 え て くる。

(b)平 宏里予 ・山 フト木

平 野 部 は耕 地 、 牧 草 地 それ を取 り囲 む防 風 保 安

林 が あ る。 平 野 部 は特 に 防風 保 安林 を中 心 に鳥相

が集 ま り、 種 類 と数 も 多 く な る。 ア オ ジ、 オ オ ル

リ～ トラ ツ グ ミ、 クロ ツ グ ミ、 ヒ ヨ ドリ、 カケ ス

カ ラ類 、 そ れ に キ ツ ツ キ類 も入 り、 エ ゾ フ ク ロ ウ

が こ の 中 で 見 られ るの は耕 地 な ど の ネズ ミの せ い

だ ろ う。 チ ゴハ ヤ ブ サ は 高 い 幹 よ り甲 高 い声 を上

て い る。

こ の地 域 は 山 林 内 と ほ とん ど変 らな い 。 市街 地

で は 街 路 樹 や 庭 木 の 実 をつ い ば み に く る鳥 と して

は 、 キ レ ン ジ ャ ク、 ヒ レ ン ジ ャ ク、 ウ ソ、 シ メ、

シマ フ クロウ(1972年4月)
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ツ グ ミ、 ヒ ヨ ド リ、 シ ジ ユ ウ カ ラ な どで あ る が、

庭 木 な ど に営 巣 す る もの で は カ ラ フ トカ ワ ラ ヒ ワ 、

ベ ニ マ シ コ、 シ ジ ュ ウ カ ラ な ど が イ チ イや生 垣 な

ど につ く る。

農 村 部 で は 、 そ れ に オ オ ル リ、 キ ビ タキ 、 カ ラ

類 が倉 庫 や牛 舎 の梁 な ど に巣 を作 る こ とが あ る。

平 野 部 の河 川 は オ オハ クチ ョ ウ、 マ ガ モ 、 コ ガ モ 、

カ ル ガ モ 、 カ ワ ア イ サ な どが入 り込 ん で い る。 こ

ん な河 川 沿 い を ヤ マ セ ミが キ ヨ ツ、 キ ヨ ッ と鳴 き

な が ら岸 辺 の 樹 に止 ま り盛 ん に尾 羽 根 をふ っ て い

るの が見 か け ら れ る。 平 野 部 で 特 記 し な け れ ば な

ら な い の は 中 斜 里 製 糖 工 場 、澱 粉 工 場 の排 水 溜 池

で あ る。 近 年 シ ギ 、 チ ドリの渡 来 地 と して注 目 さ

れ 、 種 類 、 数 も 多 い 、 キ ヨ ウ ジ ョシ ギ 、 トウ ネ ン、

キ リア イ 、 ツ ル シギ 、 タカ ブ シ ギ、 キ ア シ シ ギ シ

な ど が排 液 の 強 臭 にめ げず 、餌 をつ い ば ん で い る。

又 カ モ類 も多 く、 ベ ニ マ シ コの 数 も多 い。 今 後 観

察 を注 ぎた い地 域 で あ る。

1965年5月2日 キ ンメ フ ク ロ ウ が斜 里 営 林 署 以

久 科 苗 圃 で捕 穫 され た 。 北 方 圏 の 鳥 だ が ま れ に渡

来 す る珍 鳥 で あ る。 又 斜 里 岳 山 麓 に広 が る一 帯 は

根 菜 農 業 と牧草 地 で あ るが一 部 原 始 林 の ままのこさ

れ て い る こ と か ら クマ ゲ ラ の音 が聞 こ え て くる 。

ア カ シ ヨ ウ ビ ンが 見 られ るの も こ の 一 帯 で あ る。

1977年5月22日 三井 に親 子 つ れ の タ ンチ ョウ が

観 察 され部 落 を喜 こば せ た。 農 家 の近 くに は声 の

美 しい鳥 が見 られ 、 コ マ ドリ、 キ ビ タキ 、 オ オ ル

リ、 ウ グ イ ス 、 ア カハ ラ な ど居 な が ら に して 聞 け

る。 又土 質 的 に火 山 灰 地 帯 なた め、 土 取 場 が 各地

に あ り その 壁 には シ ョウ ドウ ツバ メ が 多 数 の穴 を

あ け ヒナ を育 て て い る。

山岳 地 帯 で は ビ ン ズ イ が美 しい声 を聞 か せ る が

ハ イ マ ツ帯 に は ギ ア ッ、 ギ ア ッ とホ シ ガ ラ ス が さ

わ い で い る。 オ ン ネベ ツ か らチ ヤ シ コ ツ に か け て

の 山林 は オ ジ ロ ワ シ営 巣 地 の 一 部 に な っ て い る が

近 年 伐 採 が進 み 、 見 る事 が 出 来 な くな っ た。 幌 別

か ら岩 尾 別 に か け て も同 様 で あ る。 今観 光 の 名 所

とな っ て い る知 床5湖 は水 鳥 の 繁 殖 の 場 とな っ て

お り、 カ イ ツ ブ リ、 キ ン クロ ノ・ジ ロ 、 マ ガ モ 、 な

ど が ヒナ を連 れ て い る。 又 オ シ ドリが 見 られ るの

は第5の 湖 で繁 殖 の 可 能 性 が あ る。

知 床 国 立 公 園 内 は ほ とん ど原 生 林 で 、 クマ ゲ ラ

を は じめ 、 オ ジ ロ ワ シ、 オ オ タカ な どが 繁 殖 し、

ル シヤ 川流 域 には シマ フ クロ ウ が生 育 して い る ・

しか し砂 防 ダムの 設 置 に よ りサ ケ マ ス の 狙 上 が 川

口 で押 え られ るた め こ れ らの 大 型 鳥 は 別 の 河 に移

動 した の か観 察 が 出 来 な く なっ た。 知 床 岳 山頂 附

近 の池 沼 に トウ ネ ンを観 察 した 時 は驚 い た。 ビ ン

ズ イ 、 ア オ ジ は陵 線 附 近 で 見 られ た。

表1.斜 里町管内の観察鳥類 リス ト

科 名

ア ビ

カ イ ツ ブ リ

ミズ ナ キ ドリ

ウ ミ ツ バ メ

ウ

サ ギ

種 名

ビ

ムハオ

ア

オ

カ イ ツ ブ リ

ハ ジ ロ カ イ ツ ブ リ

ミ ミ カ イ ツ ブ リ

ア カ エ リ カ イ ツ ブ リ

フ ル マ カ モ メ

ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ドリ

ハ イ イ ロ ウ ミ ツ バ メ

コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ

ウ

ヒ

ミ ウ

メ'・ ウ

ア マ サ ギ

ア オ サ ギ'
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ヨ

ユ
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3.調 査 結 果

「斜 里 町 管 内 の観 察鳥 類 リ ス ト」 につ い て今 回

の ま とめ で は 、45科2】0種 で あ っ た 、 この リス トア

ッ プ さ れ た もの は 本 地 区 で 筆 者 が観 察 し確 認 した

もの で 、 観 察 器 機 は主 に双 眼 鏡 で 、 プ ロ ミナ ー を

併 用 した。 表 の摘 要 覧 に使 用 した 記 号 は下 記 の と

お りで あ る。

R:年 間 を通 して 見 ら れ る(留 鳥Resident)

S:繁 殖 の た め に来 る(夏 鳥Summervisitar)

W:冬 を越 しに来 る(冬 鳥Wintervisitar)

M:春 ・秋 の渡 りの際 見 ら れ る(旅 鳥Migration)

A:迷 行 して来 た と思 わ れ る(迷 鳥Accidental

visitar)

1:多 い 、 も し くは普 通

2:少 な い

3:斜 里 管 内 で は 稀 れ

4:日 本 で も稀 れ
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